






















































































































































　その後、テレビ普及率は 1959 年の皇太子ご結婚の一大イベントにより急激に伸張し、1960 年に






































　その後、1962 年 12月 3日にビデオリサーチが機械式世帯視聴率の調査を開始して、最初にテレ














時だよ！全員集合』（50.5％、1973 年）があり、1970 年代に 4回の年間レギュラー番組における最
高視聴率を獲得する。そして、クイズも人気があり、『クイズダービー』（40.8％、1979 年）、『ぴっ























































































































































































































このプロジェクトにより『クイズ！世界はSHOW by ショーバイ！！』（1991 年、26.9％）が成功し、














































































































































































1 村上七郎『ロングラン マスコミ漂流 50 年の軌跡』（扶桑社、2005）p. 280 参照。
2 シュラム、ウィルバー編、学習院大学社会学研究室訳『マス・コミュニケーション～マスメディアの総合
的研究～』（東京創元社、1968）p. 160 参照。
3 後藤和彦「編成における決定― 一事例の問題発見的考察―」『放送学研究』18 号（日本放送出版協会、1968）p. 
47 参照。
4 岸田功『テレビ放送人 私の仕事』（東洋経済新報社、1979）p. 115 参照。
5 「最近のテレビ番組視聴率とラジオ番組聴取状況－MMRをめぐって－」『調査情報』1958 年 9 月上旬号（ラ
ジオ東京調査部、1958）pp. 2-4、参照。
6 村上七郎『ロングラン マスコミ漂流 50 年の軌跡』（扶桑社、2005）pp. 51-70 参照。
7 ばばこういち『視聴率競争～その表と裏～』（岩波ブックレット、1996）p. 11 参照。
8 福田陽一郎『渥美清の肘突き～人生ほど素敵なショーはない～』（岩波新書、2008）p. 77 参照。
9 小池正春『実録　視聴率戦争！』（宝島社新書、2001）pp.71-72参照。全日帯の年間視聴率で残りの9年間の内、
日本テレビに 4年間、フジテレビに 2年間、ＮＥＴ（現テレビ朝日）に 3年間、首位の座を奪取されている。
10 ビデオ・リサーチ編『視聴率 20 年』（ビデオ・リサーチ、1982）pp. 111-118、参照。1970 年代の視聴率
の資料に関しては、この著作より引用している。
11 ビデオ・リサーチ編『視聴率 20 年』（ビデオ・リサーチ、1982）p. 114、p. 118、参照。
注
－ 164 －
実践女子大学人間社会学部紀要　第 13 集　2017 年 3 月
12 福田陽一郎『渥美清の肘突き～人生ほど素敵なショーはない～』（岩波新書、2008）p. 137 参照。
13 筑紫哲也「自我作古～視聴率についてお訊ねへのお答～」『週刊金曜日』1996 年 5 月 24 日号（金曜日、1996）p. 
62 参照。
14 小池正春『実録　視聴率戦争！』（宝島社新書、2001）p. 81 参照。
15 村上七郎『ロングラン マスコミ漂流 50 年の軌跡』（扶桑社、2005）pp. 276-277 参照。
16 村上七郎『ロングラン マスコミ漂流 50 年の軌跡』（扶桑社、2005）p. 160 参照。
17 村上七郎『ロングラン マスコミ漂流 50 年の軌跡』（扶桑社、2005）pp. 164-166、参照。
18 村上七郎（関西テレビ放送・名誉顧問、元フジテレビ専務取締役）談、2004 年 10 月 21 日、東京・銀座
にて対面インタビューによる聞き取り調査。
19 横澤彪（吉本興業専務取締役、元フジテレビプロデューサー）談、2004 年 12 月 11 日、東京・赤坂にて
対面インタビューによる聞き取り調査。
20 王東順「特集　テレビの“突破者”たち！～今までにない番組をつくる喜び～」『GALAC』2003 年 4 月号（放
送批評懇談会、2003）p. 25 参照。
21 石戸康雄（オンエアー社長）談、2013 年 10 月 20 日、東京・本郷にて対面インタビューによる聞き取り調査。
22 村上七郎（関西テレビ放送・名誉顧問、元フジテレビ専務取締役）談、2004 年 10 月 21 日、東京・銀座
にて対面インタビューによる聞き取り調査。
23 伊藤愛子『視聴率の戦士』（ぴあ、2003）p. 162 参照。
24 大多亮『ヒットマン～テレビで夢を売る男～』（角川書店、1996）pp. 12-13 参照。
25 個人視聴率の設定として、Ｃ（男女 4～ 12 歳）、Ｔ（男女 13 ～ 19 歳）、Ｍ 1（男 20 ～ 34 歳）、Ｍ 2（男
35 ～ 49 歳）、Ｍ 3（男 50 歳以上）、Ｆ 1（女 20 ～ 34 歳）、Ｆ 2（女 35 ～ 49 歳）、Ｆ 3（女 50 歳以上）と
全 8区分で構成していた。
26 村上七郎（関西テレビ放送・名誉顧問、元フジテレビ専務取締役）談、2004 年 10 月 21 日、東京・銀座
にて対面インタビューによる聞き取り調査。
27 横澤彪「特集　テレビの“突破者”たち！～“芸”の解体こそ新しい笑い～」『GALAC』2003 年 4 月号（放
送批評懇談会、2003）p. 17 参照。
28 大多亮『ヒットマン～テレビで夢を売る男～』（角川書店、1996）pp. 10-11 参照。
29 石沢治信「日テレ・フジの三冠王めぐる激闘」『創』1995 年 2 月号（創出版、1995）pp. 18-19 参照。




32 石戸康雄（オンエアー社長）談、2004 年 10 月 20 日、東京・四谷にて対面インタビューによる聞き取り調査。




35 佐藤孝吉（元日本テレビ執行役員専務）談、2014 年 7 月 17 日、東京・池袋にて対面インタビューによる
聞き取り調査。
36 安藤和久（関西テレビ放送・プロデューサー、前東京支社制作部長）談、2015 年 10 月 26 日、東京・銀
座にて対面インタビューによる聞き取り調査。
37 安藤和久（関西テレビ放送・プロデューサー、前東京支社制作部長）談、2015 年 10 月 26 日、東京・銀
座にて対面インタビューによる聞き取り調査。
38 NHK放送文化研究所世論調査部・中野佐知子「テレビ離れ傾向強く 30 分～ 2時間 短時間視聴が増加」、
毎日新聞朝刊、2015 年 7 月 8 日付参照。
39 2004 年度の民放キー局の「年間平均視聴率」として、プライム帯はフジテレビ 14.0％、日本テレビ
13.5％、ＴＢＳ 12.9％、テレビ朝日 12.3％を記録したが、2014 年度はフジテレビ 10.0％、日本テレビ
12.7％、ＴＢＳ 9.3％、テレビ朝日 11.3％と大幅に下落しており、ゴールデン帯、全日帯も同じ傾向が見
られる。
























筑紫哲也「自我作古～視聴率についてお訊ねへのお答～」『週刊金曜日』1996 年 5月 24日号（金曜日、
1996）
ばばこういち『視聴率競争～その表と裏～』（岩波ブックレット、1996）
ビデオ・リサーチ編『視聴率 20年』（ビデオ・リサーチ、1982）
福田陽一郎『渥美清の肘突き～人生ほど素敵なショーはない～』（岩波新書、2008）
村上七郎『ロングラン マスコミ漂流 50年の軌跡』（扶桑社、2005）
山田良明「データ分析から生まれる企画はない」『放送文化』2004 年春号「特集①テレビ局は視聴
率をどう考えているか」（NHK出版、2004）
横澤彪「特集　テレビの“突破者”たち！～“芸”の解体こそ新しい笑い～」『GALAC』2003 年
4月号（放送批評懇談会、2003）
参考文献
